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調査概要

調査タイトル 2023年度音楽メディアユーザー実態調査 定点調査

調査方法 インターネット調査

調査期間 2023年12月8日～12月12日

調査対象者

スクリーニング 12～69歳男女（12～15歳は母親による代理回答） 計 50,000名

本調査
✓ 一般セル 4,500名  計 4,500名

※一般セルは集計時に性年代人口分布でウェイトバック

調査設問数 スクリーニング 14問 本調査 23問



ウェイトバックについて
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上記の通り、ウェイトバックを行っております。

※「令和2年国勢調査 第2-1表 男女，年齢（各歳），国籍総数か日本人別人口，平均
年齢及び年齢中位数－全国，都道府県，21大都市，特別区，人口50万以上の市」を元に
作成。

【北海道・東北】

【関東】

【中部】

【近畿】

【中国・四国・九州・沖縄】



基本属性（本調査）
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【性別】 【年代】

【居住地】 【職業】

※12～15歳は母親による代理回答のため、中学生は学生に含まれない
※3%未満のデータラベルは非表示



お金を支払わずに音楽を聴いた注2

音楽を聴こうと思って聴いた

③無料聴取層（既知楽曲のみ）
この半年間は音楽にお金を使っておら

ず、以前から知っていた楽曲しか聴いて

いない

②無料聴取層
この半年間は音楽にお金を使っていな

いが、以前から知っていた楽曲に加え、

新たに知った楽曲も聴いている

↓c.どのような音楽を聴取したか

④無関心層
この半年間は音楽にお金を使っ

ておらず、特に自分で音楽を聴こ

うとしていない

↓a.意識して音楽を聴いたか

↓b.どのように音楽を聴取したか

①有料聴取層
この半年間に、音楽を聴くために、音楽商品

を購入したり、お金を使ったりしたことがある注１

分析における主要なユーザーのセグメント
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⚫ 本調査では、音楽視聴の区分を以下のように定義している
⚫ 直近半年間で聴取している

※注1、注2については次ページ参照



注２

注１

分析における主要なユーザーのセグメント_注釈
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●”お金を使って”音楽を聴くとは、以下のような行為を指します。

 - 音楽CD、音楽ビデオ（DVD、Blu-ray Discなど）を購入、あるいはレンタルする

 - ダウンロード型有料音楽配信サービス（レコチョク、iTunes、mora、mu-moなど ※着うたフルも含む）で音楽を購入する

 - 定額制音楽配信サービス（Apple Music、dヒッツ、LINE MUSIC、Spotify、Amazon Music Unlimited、

　　YouTube Music Premiumなど）の有料サービスを利用する

 - 有料の音楽チャンネル（MTV、SPACE SHOWER TV、MUSIC ON! TVなど）、有料の音楽ラジオ（USENなど）で放送・配信される

　  音楽を聴く

 - 有料のコンサートやライブ、イベントや配信ライブなどに参加して音楽を聴く

※通信料金、視聴機器、録音メディア（CD-Rなど）に対する支払いは除きます

●”お金を使わずに”音楽を聴くとは、以下のような行為を指します。

 - 友人・知人などから無料で借りた音楽CD、音楽ビデオ（DVD、Blu-ray Discなど）や、コピーしてもらった音楽を聴く

 - 直近半年よりも前に購入・レンタルした音楽CD、音楽ビデオ（DVD、Blu-ray Discなど）や、それからPCなどにコピーした音楽を聴く

 - 直近半年よりも前にダウンロード型有料音楽配信サービス（レコチョク、iTunes、mora、mu-moなど ）で購入した音楽を聴く

 - 無料期間中/フリープランの定額制音楽配信サービス（Apple Music、dヒッツ、LINE MUSIC、Spotify、Amazon Music Unlimited、

　　YouTube Musicなど） を利用して音楽を聴く

 - 無料で試聴できるテレビやラジオで放送される音楽を聴く

 - 無料の音楽・動画配信サイト（YouTubeなど）やアプリ、ファイル共有ソフト（P2P）で音楽を聴く

 - 無料のコンサートやライブ、イベントや配信ライブなどに参加して音楽を聴く



調査結果
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⚫ 14年間の比較

音楽との関わり方の変化（経年変化・年代別）

◼ 無関心層は2021年～2022年の間では大きくスコアが増加していたが、今年度はほぼ横ばい
◼ 50代は、有料聴取層が増加し無関心層も減少傾向
◼ 高校生と20代で無関心層の増加が著しく、この年代の音楽離れは注視してみていくべきポイントとなっている

⚫ 年代別構成比＜2021年-2023年＞

■有料聴取層■無料聴取層■無料聴取層（既知楽曲のみ）■無関心層

SC2 この半年間の、あなたの音楽との関わり方について当てはまるものをひとつお選びください。(SA）

4割強が無関心層

有料聴取層の増加
50代

■有料聴取層 ■無料聴取層  ■無料聴取層（既知楽曲のみ）■無関心層

高校生と20代で
無関心層が増加
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音楽の聴取方法（昨年度比較）

◼ 音楽の聴取方法は「YouTube」「テレビ」「定額制音楽配信サービス全体」の順で、昨年と比較すると「テレビ」が「定額
制音楽配信サービス全体」を上回った

◼ 「定額制音楽配信サービス全体」の数値が昨年より減少しているが、「Amazon Music Prime」の利用度が減少しているこ
とが要因と考えられる

◼ 昨年と比較して「YouTube」は5.4ポイント減少しており「TikTok」「TikTok以外のSNS」での音楽視聴が増加傾向

※「定額制音楽配信サービス全体」は、「定額制音楽配信サービス」、「Amazon Prime Music」の合算値

SC3 この半年間に、音楽を楽しむために利用した商品やサービスは何ですか？当てはまるものを全てお選びください。(MA) ※直近半年間、音楽視聴者ベース

2.1
ポイント

※アナログレコードは2023年度調査から追加した選択肢

2.4
ポイント
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音楽の聴取方法（性年代別_数表）

◼ 昨年度から増加が見られる「TikTok」は10代～20代男女の利用が多く、特に10代女性の利用率が高い
◼ 「コンサート、ライブなど」は昨年調査と同様10代～20代女性の利用率が高い傾向
◼ 「定額制音楽配信サービス」は、Amazon Music Primeを除くと10代～20代男女の利用が多い
◼ 有料視聴層が増えた50代（P8）は、他の年代と比べて「音楽CD」が多い傾向

※「定額制音楽配信サービス全体」は、「定額制音楽配信サービス」、「Amazon Prime Music」の合算値

SC3 この半年間に、音楽を楽しむために利用した商品やサービスは何ですか？当てはまるものを全てお選びください。(MA) ※直近半年間、音楽視聴者ベース
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音楽の聴取方法（音楽への関心別）

◼ 有料聴取層、無料聴取層に関わらず、「YouTube」が圧倒的に使われている
◼ 「有料聴取層」の有料聴取手段は「音楽CD」が最多、次いで「コンサート・ライブ」
◼ 無料聴取層の2カテゴリで差が大きい項目は、「YouTube」「音楽CDからPC・スマートフォン・デジタルオーディオプレイ

ヤーなどにコピーした楽曲ファイル」

SC3 この半年間に、音楽を楽しむために利用した商品やサービスは何ですか？当てはまるものを全てお選びください。(MA) ※直近半年間、音楽視聴者ベース

※「定額制音楽配信サービス全体」は、「定額制音楽配信サービス」、「Amazon Prime Music」の合算値 11



音楽への支出額(過去10年推移)

Q5 この半年間に音楽関連の商品・サービスについてどの程度お金を使いましたか？当てはまるものをそれぞれひとつずつお選びください。 
(SM,n=4,500) ※直近半年間、音楽視聴ベース

※2022年度調査より、下記の通り選択肢を調整した為、過去10年分の比較には2022年度以降の選択肢で調整。

※「有料音楽放送」「Amazon Music Prime」を選択肢から削除、「アナログレコード」の選択肢を追加

※「CDレンタル」の聴取は2014年から、「定額制音楽配信サービス」の聴取は2017年から、「有料配信型ライブ」の聴取は2020年から、「アナログレコード」の聴取は2023年から

◼ 昨年と比較すると「有料音楽配信サービスでのダウンロード」「定額制音楽配信サービス」「定額制動画配信サービス」
「カラオケ」「コンサートやライブ」「音楽関係のグッズ、出版物」などにおいて支出額が増加

◼ 支出全体を見ると昨年より720円増加し復調傾向にあるが、コロナ禍以前の金額までは戻っていない
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定額制音楽配信サービス「利用者の性年代構成」

⚫ 定額制音楽配信サービス利用者の性年代構成（2023年）

F2 性年代(SA,n=409(2023年度)、n=394(2022年度)) ※直近半年間、音楽視聴者ベース

※ここでの定額制音楽配信サービス利用者はAmazon Music Primeを除く

◼ 定額制音楽配信サービスを利用している人は、昨年同様20代が最も多い
◼ 昨年度よりも女性の定額制音楽配信サービス利用が増え、特に40代～50代女性で増加している
◼ 若年層での利用が引き続き多いものの、定額制音楽配信サービスの利用年代が上がってきている傾向がうかがえる

⚫ 定額制音楽配信サービス利用者の性年代構成 昨年比較

20代計

26.6%

40代～50代
女性計

18.2%
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違法音楽アプリの利用状況
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◼ 昨年と比較して、違法音楽アプリ利用率は0.3ポイント減少
◼ 今回調査の違法音楽アプリ利用者のボリュームゾーンは10代男女、20代～30代男性で、利用者のうち45.9%を占める
◼ 昨年と比較して、特に20代女性、40代～50代女性で違法音楽アプリの利用率が減少

SC8 無料音楽アプリ・サービスを利用したことがある方にお伺いします。あなたがこの半年間で利用している無料音楽アプリ・サービスを全て選び、そのうち最もよく利用しているもの
をひとつだけお選びください。（MASA）※無料音楽アプリ・サービス、リーチサイト利用者べース

⚫ 違法音楽アプリの利用率（n=4,500）

※違法音楽アプリ：2022年「Music FM、MusicBOX 」利用者
2023年「Music FM、Music BOX、Music LIST Z、YY Music 」利用者

⚫ 違法音楽アプリ利用者の性年代構成



違法音楽アプリ利用理由（昨年度比較）
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SC10 現在、あなたが無料音楽アプリ（Music FM、Music Boxなどの非正規アプリ）を利用する理由をすべてお選びください。（MA）※違法音楽アプリ利用者べース

◼ 昨年度同様、違法音楽アプリを利用している理由として最も高かったのは「無料で利用できるから」で44.1%
◼ 「ダウンロードして通信環境がない場所で再生できる」「好きなアーティストの曲が多い」「操作がしやすいデザインだ

から」という理由が昨年度よりも7.0ポイント以上数値が増加している

※今年度から違法音楽アプリの定義に「Music LIST Z、YY Music」利用者も追加



今後の利用意向（全体値）

Q15 下記のサービスや商品について、あなたが今後利用したいと思うものとして当てはまるものをそれぞれお選びください。（SM）
Q16 下記のサービスや商品について、あなたが今後利用したいと思うものとして当てはまるものをそれぞれお選びください。（SM）※いずれかのサービス・商品を利用していない人
ベース

※3%未満のスコアラベルは非表示 ※Q15,Q16の回答数を合算して算出
※「とても利用したい」＋「やや利用したい」の合計値順でソート

◼ 今後利用したいものとして最も多かったのは「コンサート、ライブ、演奏会、音楽イベント、ミュージカルなど」
◼ 「CD購入」「カラオケ」が次いで多く、上位3項目は昨年度と同様の結果
◼ 全体的にデジタルの項目よりも、オフラインやフィジカルの項目が利用意向率が高い
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フィジカル商品購入率と購入時期
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◼ 購入率が最も高いのは「音楽CD(新品)」、次いで「音楽ビデオ(DVD､Blu-ray Discなど)」
◼ いずれの商品も1年以上前に購入した割合が高い
◼ 「アナログレコード(新品/中古)」は購入したことがある人が2～3割程度

Q19 あなたは以下商品を購入したことがありますか?購入したことがある方は､直近で購入した時期をそれぞれひとつずつお選びください｡（SM）

※3%未満のスコアラベルは非表示



1年以内のフィジカル商品購入率（性年代別）

◼ 「音楽CD」は男性では年代ごとに大きな差はないが、女性では10代～20代で多く購入されている
◼ 「アナログレコード」「カセットテープ」は男女ともに10代～20代で多く購入されている

Q19 あなたは以下商品を購入したことがありますか?購入したことがある方は､直近で購入した時期をそれぞれひとつずつお選びください｡（SM）
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フィジカル商品購入理由

◼ 「音楽CD(新品)」「音楽ビデオ(DVD､Blu-ray Discなど)」「カセットテープ」は「好きなアーティストが発売したも
のはできるだけ買うようにしている」が最多となっている

◼ 「アナログレコード(新品)」では「音質が好みだから」が最多、「好きなアーティストが発売したものはできるだけ買
うようにしている」「コレクションとして集めている」が続く

Q21 あなたがこれらの商品を購入した理由として､当てはまるものをそれぞれ全てお選びください｡（MM）※この1年間でパッケージ商品(中古除く)を購入した人ベース
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